
 

 

 

『  言 葉
こ と ば

と 人
ひ と

と 』  

～ 私 た ち
わ た し    

に 与 え
あ た   

ら れ た 素 晴
す ば

ら し い 能 力
のうりょく

 ～ 

                          校長
こうちょう

 藤
ふじ

  律之
のりゆき

 

 人
ひと

は皆
みな

、多く
おお  

の人
ひと

たちとの関わり
か か   

の中
なか

で生きて
い   

います。 

 毎日
まいにち

を過ごし
す   

ている中
なか

では、時
とき

に、様々
さまざま

な場面
ば め ん

に出会
で あ

うことがあります。 
 

一緒
いっしょ

に活動
かつどう

していて、誰
だれ

かに何
なに

かをしてもらった時
とき

、「ありがとう」のひと言
こと

が、互
たが

いの潤滑油
じゅんかつゆ

となって、よりよい人間
にんげん

関係
かんけい

に発展
はってん

していくものです。 

また、誰
だれ

かに迷惑
めいわく

をかけてしまった時
とき

などは、「ごめんなさい」のひと言
こと

が、同様
どうよう

に

互
たが

いの気持
き も

ちを和
やわ

らげる働
はたら

きをするものです。 

 

私たち
わたし   

は、普段
ふ だ ん

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

で、様々
さまざま

な「言葉
こ と ば

」を、タイミングよく、その時
とき

その

時
とき

に上手
じょうず

に使
つか

っています。だからこそ、世の中
よ  な か

の人間
にんげん

社会
しゃかい

が円滑
えんかつ

に進
すす

んでいけるわけです。 

そんな「言葉
こ と ば

」を、私
わたし

たちは人類
じんるい

であればこそ、使
つか

いこなすことができるのです。 

動物
どうぶつ

の世界
せ か い

で、人類
じんるい

の言語
げ ん ご

が使
つか

われているという 話
はなし

は聞
き

いたことがありませんし、

人類
じんるい

が動物
どうぶつ

の言語
げ ん ご

を使
つか

って日常
にちじょう

会話
か い わ

を行
おこな

っているという話
はなし

もありませんね。 

 

言い方
い  か た

を変
か

えると、私たち
わたし   

人間
にんげん

には、言葉
こ と ば

で互
たが

いにコミュニケーションができるとい

う、何
なに

にも代
か

えがたい素晴
す ば

らしい能力
のうりょく

を持
も

っているということです。その能力
のうりょく

を使
つか

わ

ずに、他
た

の方法
ほうほう

で自分
じ ぶ ん

の思い
お も  

を相手
あ い て

に伝
つた

えようとすれば、どうなるでしょうか。ジェス

チャーであれば、様子
よ う す

によって分
わ

かることもあるでしょう。しかし、例
たと

えば力
ちから

ずくで

は？ おそらく、その方法
ほうほう

では、場合
ば あ い

によっては喧嘩
け ん か

や暴力
ぼうりょく

に発展
はってん

してしまうかもし

れませんね。また、無言
む ご ん

の意思
い し

表示
ひょうじ

ということもありますが、一般的
いっぱんてき

にはなかなか相手
あ い て

にはうまく伝
つた

わらないでしょう。それではとても悲
かな

しいし、もったいないことです。そ

れから、聞く
き  

側
がわ

も、言葉
こ と ば

が伝
つた

わると、相手
あ い て

の立場
た ち ば

になって、相手
あ い て

の思
おも

いを理解
り か い

しようと

しますね。言葉
こ と ば

という素晴
す ば

らしい能力
のうりょく

を持
も

っているからこそ、それを最大限
さいだいげん

に活用
かつよう

し

て相手
あ い て

に伝
つた

えられれば、分
わ

かり合
あ

えると思
おも

います。人間
にんげん

関係
かんけい

の輪
わ

を、絆
きずな

の輪
わ

を、大きく
おお    

広
ひろ

げて行
い

けると、そう信
しん

じています。 

【 言 葉
こ と ば

と 人
ひ と

と 】 

『私たち
わたし   

に与え
あた  

られた素晴
す ば

らしい能力
のうりょく

』 

ご家庭
か て い

でも、話題
わ だ い

にしてみてください。 
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教育実習がはじまります 

 
教育実習がはじまります 

 

教育実習がはじまります 

 

 

１ 金 5年生 サッカー教室2・3・4校時 

２ 土  

３ 日  

４ 月 お弁当の日 

５ 火 四小冬まつり 

６ 水  

７ 木 きしゃぽっぽ読み聞かせ 

８ 金 つくし学級「親子のつどい」 

９ 土  

10 日  

11 月 クラブ活動 地区社協環境整備 

12 火 
全学年5時間授業   
子ども教室（体育館） 

13 水 1年生生活科見学 

14 木  

15 金 
きしゃぽっぽ読み聞かせ 

子ども教室（会議室） 

16 土  

17 日  

18 月  

19 火 給食終了日 全学年5時間授業 

20 水 
特別日課 4 時間授業 スクールカウ

ンセラー来校日 

21 木 特別日課4時間授業 

22 金 
第2学期終業式 

通常日課3時間授業 

23 土 冬季休業日開始 

24 日  

25 月  

26 火  

27 水  

28 木  

29 金  

30 土  

31 日 大晦日 

※予定が変更になることもありますので、 

あらかじめご承知おきください。 

《 お知らせ 》 
〇12月4日（月）はお弁当の日です。お手数おかけしま 

すが、お弁当を持たせてください。 
〇赤い羽根募金について 
   １１月にご協力をいただきました募金は、保護者
と職員を合わせて１，７０１円集まりました。 
和光市社会福祉協議会を通じて寄付させていた

だきました。ありがとうございました。 

学校評価アンケートについて 
本校の本年度の教育活動について振り返り、今後の参考

とするため、保護者アンケートを実施します。アフターコロ

ナの中、工夫しながら行ってきた教育活動や学校の在り方

について、いただいたご意見を今後の参考にさせていただ

きます。 

なお、本年度もGoogle Formsを活用したアンケート

形式で実施させていただきます（後日配信します）。ご協力

よろしくお願いいたします。 

教育実習がはじまります 

 

教育実習がはじまります 

 
教育実習がはじまります 

 

教育実習がはじまります 

 

冬季休業中の緊急連絡先 
① 朝霞警察署 ０４８－４６５－０１１０ 

② 第四小学校 ０４８－４６１－４８５５ 

事件や事故の際は上記にご連絡ください。 

※１２月２９日～１月３日は学校閉庁日となります。 

「第四小学校のきまり」 

現在本校では、「第四小学校のきまり」（別添参照）を学校

生活のきまりとして、指導徹底しています。2学期も残すと

ころわずかとなりましたが、児童が安心安全に過ごしてい

けるように保護者の皆様にも、ご理解いただき、学習用具

の準備等にご協力くださいますようよろしくお願いいたし

ます。 

「そうだんぽすと」設置しました 

 
校長室前の廊下に設置しました。児童が悩みを一人で抱

え込まないよう「悩みを言いにくい時には紙に書いてこの

ポストに入れてください。」と全校の児童に伝え、悩みの解

消に活用しています。 


